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経済企業委員会会議録 

 

平成２７年１月２８日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ５時０５分閉議（実時間 ４９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

  （管内調査（市内企業の管内視察）） 

  （日奈久温泉センターばんぺい湯サウナ室

の営業再開について） 

  （さかもと温泉センタークレオンの修繕工

事等について） 

  （産業観光への取り組みについて） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  野 﨑 伸 也 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  笹 本 サエ子 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  村 上 光 則 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

商工観光部 

 商工観光部次長   宮 村 明 彦 君 

 観光振興課長    水 本 和 博 君 

企画振興部 
 
  坂本支所  
            下 村 孝 志 君 
  総務振興課長 
 
 

                                

○記録担当書記     増 田 智 郁 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（増田一喜君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

それでは、定刻となり定足数に達しましたの

で、ただいまから経済企業委員会を開会いたし

ます。 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

○委員長（増田一喜君） 本日は、産業・経済

の振興に関する諸問題の調査を議題とし、市内

企業について管内視察を行い、帰庁後、案件３

件の説明を受けることといたしております。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（管

内調査（市内企業の管内視察）） 

○委員長（増田一喜君） 本日の日程につきま

しては、お手元に配付のレジュメのとおりでご

ざいますが、管内視察の行程等について、執行

部から説明を求めます。 

 宮村商工観光部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）座って説明させていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 お配りさせていただいております資料に基づ

きまして、きょう管内視察をさせていただきま

す。 

 まず、日本製紙八代工場様のほうに出向きま

して、１２時ぐらいまでと。で、一旦お昼で帰

ってまいりまして、午後からは１３時１０分に

出発させていただきまして、ＫＪケミカルズ

様、それから１４時３０分に、日本マイクロバ

イオファーマ様に訪問させていただく予定とし

ております。帰りまして、委員長の御説明にも



 

－2－ 

ありましたように、所管事務調査３件、報告さ

せていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ただいまの説明につ

いて、何か質問はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい、ないようで

す。 

 以上で、質問を終了いたします。 

 それでは、管内視察のため、しばらく休憩い

たします。 

（午前１０時０２分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後 ４時１８分 開議） 

○委員長（増田一喜君） それでは、休憩前に

引き続き、経済企業委員会を再開いたします。 

 ただいま視察してまいりました市内企業につ

いて、質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） １個よかですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 意見でちょっと。一言

で言えば、楽しかったと。少々疲れましたが、

楽しかった、おもしろかったよなということで

思いました。関係、段取りをとられた皆様にで

すね、お礼を申し上げたいというふうに思いま

す。知らない部分もですね、いろいろあった

り、雇用もある程度確保されていたということ

で安心もしましたし、その辺の確認もできた

と。 

 で、今回、５大企業だったということでです

ね、５大企業のやっぱり浮き沈みは、八代市民

の生活にも大きく影響があるということでです

ね、行政としましても、できる限りの支援、そ

の辺の、こう何て言いますか、行政に何ができ

るかという部分は、ちょっと言えない、わから

ないんですが。企業のほう、ニーズばどのよう

にかしてはかってですたい、どのようなことが

できるかということにも努めていただきたいと

思いますし、八代港の利用が少なかったかなと

いうふうなことも思いましたので、その意味も

含めてですたい、企業とある程度の意思疎通が

できぬかなというふうなことも思いましたの

で、その辺も図られていただきたいなというふ

うに思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

 はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。いろいろと回る

中で、昔からずっと八代で操業されているとこ

ろということと、一番最後に回ったところは新

興の新しいところかなというふうな感じで。何

となくですね、やっぱり社風というか、そうい

った何か会社的なものが新しく変わってきてい

るというか、世の中の移り変わりというか、そ

れとあわせてですね、そういうふうになってき

てるのかなというふうな思いもしましたし。昔

からやってるところが悪いとかいいとか、そう

いう話じゃないんですけれども。 

 そういった昔からやってる方々と新しい方々

が入ってこられて、そういったところをつなぐ

ような役割というかですね、交流されるような

役割ちゅうのをするのが、やっぱり市役所の役

割じゃないかなというふうに思いました、一つ

は。 

 あと、企業振興促進条例とかというのがあり

ますけれども、やっぱり、よそのところ、経済

企業委員会で視察したところとですね、八代市

というのを比べてみると、まだまだですね、足

りない部分がかなりあると。で、今さっき亀田

議員も言われましたけれども、どういったニー

ズがですね、企業にあるのかどうかというの

を、そういったものをやっぱり引き出し、とり

に行くようなですね、市役所のほうでそういっ

た作業もですね、していっていただきたいし、
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やっぱり、活用できるようなですね、条例にし

ていただきたいなというふうに思いますので、

執行部のほうにですね、そういったことを意見

としてお話をさせていただければなというふう

に思います。取り組みをですね、よろしくお願

いしたいというふうに思います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。本当に、今回

はよかったというふうに思います。これから

も、経済企業委員会といわず、工場をね、どう

いう内容になったのかちゅうようなことをね、

見ていくことも本当に大事なことじゃないかな

というふうに思いました。 

 それから、本当、目からうろこというのもあ

りました。例えば、最後に見た日本マイクロバ

イオファーマの株式会社ですね。これは医薬品

をつくってるということで、抗がん剤を中心に

つくってらっしゃるんだけれども。やっぱり認

可をもらうまでは大変な事業だと思いますが、

本当にいい製品ができればですね、かなりの収

益も上がるし、そして国民にとっても、非常に

プラスになるわけですから、大いに頑張ってい

ただきたいというふうに思ったところです。 

 それから、ＫＪケミカルズ株式会社ですね。

ここの社長さんは、フードバレー事業にも非常

に関心を持っていますというようなことをおっ

しゃってました。だから、市の取り組みについ

ても関心を持ってるということでございます。 

 亀田議員が言われたように、私たち議員、特

に行政としてはですね、企業のニーズもつかみ

ながら、お互いに意見交換をしながらやってい

くということは、例えば、企業に八代出身の人

間を雇用していただくというようなことにもつ

ながっていくというふうに思いました。 

 だから、非常に今回ね、委員長の提案だとい

うふうにお聞きしていましたけれども、よかっ

たなと。お世話いただいた皆さんに心から感謝

したいと思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにはありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、以上で、市内企業についての管内

視察を終了いたします。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（日

奈久温泉センターばんぺい湯サウナ室の営業再

開について） 

○委員長（増田一喜君） それでは次に、日奈

久温泉センターばんぺい湯サウナ室の営業再開

について、執行部から発言の申し出があってお

りますので、これを許します。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。お世

話になります。 

 ９月に日奈久温泉センターばんぺい湯のサウ

ナ室、――家族風呂の中のサウナ室から出火い

たしまして、その営業再開に向け、めどが立ち

ましたので、御報告を担当課長よりさせていた

だきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本観光振興

課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。観光振

興課長の水本でございます。よろしくお願いい

たします。それでは、着座の上、説明させてい

ただきます。 

 日奈久温泉センターばんぺい湯のサウナ室の

営業再開についてということでございますが、
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昨年９月２３日にサウナ室のほうが出火いたし

ました件で、９月２５日に一度、出火当時の内

容につきましてはお知らせをさせていただいた

ところでございますけれども、その後、今般、

営業再開というところまで迎えたというところ

で、経過等含めて御説明させていただきたいと

思います。 

 資料の最初、サウナ室の焼失の経緯というと

ころは、少し前回のお話とダブっているところ

がありますので、かいつまんで申し上げます。 

 ９月２３日に、ばんぺい湯の３階、家族風呂

八代草のサウナ室で火災が発生。火災によりま

すけが人はございませんでしたけれども、サウ

ナ室内の全焼と消火活動によって畳の間のほう

の畳の張りかえも必要となったという状況でご

ざいました。翌日、警察、消防等による検証が

行われまして、原因としましては、サウナ室内

に干していた床マットに引火して火災が発生し

たということが判明しております。 

 市と指定管理者の九州綜合サービスさんのほ

うで協議をいたしまして、指定管理者側の全面

的な過失であったということで、これは火災保

険のほうを利用してということになりますが、

指定管理者のほうで原状復旧をするという結論

でございました。 

 その後、２４日につきましては、火災があり

ました部屋のほうは、現場検証のため館を臨時

休館といたしまして、２５日からは、家族風呂

以外、――焼失しました八代草の部屋以外の施

設については、営業を再開しておったというと

ころでございます。 

 このサウナ室の修繕工事等々でございます

が、その後、９月２９日に、修繕箇所等を八代

市の建築住宅課のほうも一緒に現場を確認して

おります。その上で、指定管理者に対しまし

て、見積もりを早急に提出し改修工事を行うよ

うにというような指示を、２９日にしておりま

す。 

 その後、１０月になりまして、指定管理者か

らの見積書関係を市のほうで受けております。

その見積書の内容等について確認ということ

で、見積書の内容どおりの工事でいいかという

ようなところでの内部の協議を建築住宅課のほ

うといたしております。 

 その後、サウナユニットの見積書ということ

で、これは、おくれまして１２月３日に正式に

受けております。これも、建築サイドとの協議

を経まして、工事自体を早急に取りかかるよう

にということで、指定管理者のほうにお話をし

たところでございます。 

 こういったことを経まして、１月７日、本年

でございますが、工事のほうを開始し、１月２

１日に家族風呂八代草のほうの営業を再開をい

たしたというところでございます。現在、再開

して１週間というようなところでございます。 

 この火災に関しまして、今後の再発防止のた

めの取り組みということで、市が所管しており

ます観光施設、特に火器を使用しております施

設関係の安全管理の強化について、通知を発送

いたしております。 

 また、指定管理者、九州綜合サービスさんの

ほうのばんぺい湯のほうの支配人及び副支配人

が、八代消防署にて、防火管理講習のほうを受

講されたということでございます。また、ばん

ぺい湯内の施設内の防火機器の再点検を実施さ

れております。 

 また、改善報告書につきまして、八代市のほ

うに出していただいております。これにつきま

しては、主なところが、発熱機材付近に可燃物

を置かないよう徹底、それと発熱機材に対する

危険意識の改革、日常火災予防に対する意識の

改革、スタッフの役割分担の意識づけ等々を改

善をするということで、館内での指導、それと

教育を徹底をしていただいておるというところ

でございます。 

 工事前、それと工事後のサウナ室の写真を下
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に出しております。また、畳の間のほうの畳の

張りかえということで、そちらに写真を載せて

おります。 

 今後、こういった火災等はもちろんですけれ

ども、こういった事態が発生しないように、ば

んぺい湯だけでなく他の施設も含めまして、担

当課のほうでも十分指導したいというふうに考

えております。 

 本件につきましては、大変、住民の皆様を含

め、多くの方々に御迷惑をおかけしましたこと

を改めておわび申し上げたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 火災保険ちゅうことだ

ったんですが、ちなみに（観光振興課長水本和

博君「はい」と呼ぶ）、費用は幾らぐらいです

か。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。ばんぺ

い湯のほうからお聞きしております額が、３階

のほうの修復関係、約７０万円ということで聞

いております。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） その後、新しくなって

からですたい、（観光振興課長水本和博君「は

い」と呼ぶ）利用状況というのは、もう順調に

回復しよっですか。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。２１日

再開以降でございますが、３階の、この焼失し

ましたサウナ室があります家族風呂、これ、３

階は全部で家族風呂が五つございますけれど

も、サウナ風呂があるのはこの１つの部屋だけ

ということで、ここのサウナ室の、サウナがご

ざいます八代草の間につきましては、初日から

現在まで１週間、大体３組から４組ぐらい、人

数で５名から１２名ぐらい、１日当たり利用さ

れとるということで。ばんぺい湯のほうのお話

でも、火災があった以前のレベルですというよ

うなお話を聞いております。（委員亀田英雄君

「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。済みません、ち

ょっと確認ちゅうか、教えてもらいたいんです

が、指定管理者はどこだったですかね。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。九州綜

合サービス株式会社様でございます。 

○委員（野﨑伸也君） いいですか。もう一回

よかですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。あとですね、今

の火災保険のほうで原状復旧していただいたと

いうようなお話でした。それは当然だろうとい

うふうに思うんですが。約４カ月間ですね、こ

の部屋を使ってなかったということなんです

が、営業の補償というところは、どういったお

話し合いをされたんですか。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。出火原

因者が指定管理者側にあるというようなことも

ございますので、営業につきましてのこの期間

の補償というのは、協議のほうは確認しており

ません。営業補償は、特に私どもも考えてない

というところでございます。 
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○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。じゃあ、最後な

んですけど。 

 再発防止のための取り組みということで、全

施設に対してですね、安全管理強化ということ

で指導のほうですね、通知ということで、今お

話があったんですけれども。指定管理者の各そ

れぞれ数があると思うんですが、その方々の防

火管理講習というのは全てが受けられてるのか

どうかとか、そういったチェックとかいうのは

どうなんですかね。できてますか。そこまでや

るとかいうのはありますか。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。他の施

設のですね、防火管理講習を受けられたかどう

かということについては、特に調査をしており

ません。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。せっかくですん

で、やっぱりこれを教訓にしていただいて、今

後ですね、ないとは思うんですけれども、ない

ようにしていただきたいけれども。そういった

同じようなレベルの体制がですね、全部とれる

ように、そういったところまできちんと市役所

のほうがですね、やっぱりちょっと確認された

ほうがいいんじゃないかなと。で、徹底してい

ただくようにですね、されたほうがいいんじゃ

ないかなと。一つのですね、こういったことを

されてるのが、評価とかいうのにつながってい

くとかいうのも、一つの考えかなというふうに

は思うんで。よろしくお願いしたいと思いま

す。（観光振興課長水本和博君「はい」と呼

ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（田方芳信君） ちょっといいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） ちょっと聞きたいんで

すけど。 

 これ、サウナ室ちゅうのは個室であって、１

回１回切るんじゃないんですか。それとも、朝

行ったら、スイッチを入れたら、入れっ放しな

んですか。店を閉めるときは、当然、切られる

とは思うんですけど、そのあたりのところは。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。指定管

理者のほうからお聞きしておりますのは、いわ

ゆる、こちらが予約という形と、あとは飛び込

みというのがございますので、その日の最初の

点火後は、一応スイッチのほうは入れた状態で

そのままということで聞いております。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。ほ

かにありませんか。 

○委員（田方芳信君） 委員長、もういっち

ょ、よかですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） この職員の方は、まだ

今、そこに勤めてらっしゃるわけですか。これ

を誤って起こされて、ちょっと事件を起こされ

た方ちゅうのは。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。こちら

も、会社のほうからお聞きしましたお話では、

御本人のほうは現在勤めていらっしゃいます。

ただ、こういった過失によるというようなこと

の原因でございますので、御本人からの始末書

をとられたり、あるいは、厳重注意はもちろん

ですけれども、社内での処分関係、賞与の面で

あるとか、あるいは配置の面、配置がえとか、

こういったような社内での対応はとられたとい

うことでございます。 
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○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（田方芳信君） はい。いいです。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい、ないようで

す。 

 以上で、日奈久温泉センターばんぺい湯サウ

ナ室の営業再開についてを終了します。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（さ

かもと温泉センタークレオンの修繕工事等につ

いて） 

○委員長（増田一喜君） 次に、さかもと温泉

センタークレオンの修繕工事等について、執行

部から発言の申し出があっておりますので、こ

れを許します。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。さか

もと温泉センタークレオンのサウナ室の改修工

事に入っております。そのことについて御報告

をさせていただくことが一つと、それからあわ

せまして、市町村等再生可能エネルギー等導入

促進事業ということで、バイオマスの工事もあ

わせて工事をさせていただきますので、あわせ

て説明をさせていただきます。 

 説明は、坂本支所の担当課長からしていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 下村坂本支所総務振

興課長。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。坂本支所総務振興課長、下村でございま

す。よろしくお願いします。座って説明させて

いただきます。 

 資料は、所管事務調査のナンバー２と書いて

あります。さかもと温泉センタークレオン修繕

工事等ということでございます。現在、施工中

のサウナ改修事業並びに再生可能エネルギー等

の導入促進事業について報告いたします。 

 まず、サウナ室改修についてでございますけ

れども、経年劣化によります床、壁、天井、そ

れとテレビボックス等の全面改修となっており

ます。 

 受注者は野田工務店、請負額は３２０万７６

００円、工期は昨年１２月９日から２７年２月

の２７日までとなっております。 

 当初はですね、施設の営業にですね、支障が

出ないようにということで、定休日のみの工事

を行うとしておりましたけれども、工事がそれ

で行きますと数カ月に及んでしまうというこ

と、それと非常に効率が悪いということで、お

客様にも利用の便が悪くなるということから、

期間は閉館してですね、施工するということに

いたしました。それに伴います閉館は、１月の

１９日から２月の７日土曜日までといたしまし

て、それまでに現場の検査等も終えまして、翌

２月の８日には開館するという手はずになって

おります。 

 次に、再生可能エネルギー等導入促進事業で

ございますが、昨年の６月補正で概要説明があ

ったとおりでございますけれども、この施設に

つきましては、本市の防災計画上、避難所とし

て位置づけてございます。その防災機能強化の

ために、あわせて太陽光発電施設も導入すると

いうことになっております。３つの工事に分か

れて、既に入札が済んでおりまして、現在、準

備工事中でございまして、現場での作業はまだ

確認しておりませんが、今後、現場での施工が

順次行われるということで報告をいただいてお

ります。 

 まず、木質バイオマスボイラー設置工事でご

ざいますけれども、ボイラーの本体の製作並び
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に設置ということで、出力が５０万キロカロリ

ー、ワット数に換算しますと５８０キロワッ

ト、燃料は木質ペレットでございます。受注者

は吉田設備・野田設備建設工事共同企業体、請

負額は３５４２万４０００円、工期は平成２６

年１１月７日から平成２７年３月１７日となっ

ております。 

 次に、木質バイオマスボイラーの建屋設置工

事でございますけれども、鉄骨平屋建てとなっ

ております。受注者は有限会社藤元建設、請負

額は４４５万５０００円、工期は２７年１月１

５日から同年３月１７日までとなっておりま

す。 

 次に、太陽光発電等設置工事につきまして

は、太陽光発電パネル４８枚、それとリチウム

イオンの蓄電池１基の設置でございます。受注

者は宮田電気工業株式会社、請負額は１９９８

万円、工期については、済みません、ここ２７

年と書いてありますけれども、２６年の１２月

８日から同年２月２８日まででございます。稼

働につきましては、新年度に入りまして４月か

らの稼働というふうに御報告いただいておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（松永純一君） ちょっと一つ、確認い

いですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。このサウナ室の

改修が２月７日までに終わって、２月８日から

開館なんですけど。ボイラーの設置をするのが

３月１７日ですよね。そうすると、これは多

分、建屋を別なところにつくってボイラーを設

置するということだったろうと記憶しとっとで

すけど、ボイラーを設置する期間というのは、

古いやつを使っとくという意味ですかね。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、下村坂本支所

総務振興課長。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。通常はですね、メーンボイラーとサブボイ

ラーもまだ動きますので、そちらのほうを稼働

して運用していくということでございます。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（前垣信三君） もう一つ、いいです

か。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。サウナ室の改修

はですね、多分、床とか壁とかは日奈久のよう

に、――よく見えないんですが、写真では。杉

板かヒノキの縁甲板だろうと思うとですよね。

これ、何平米ぐらいあるんですか。結構、３２

０万で天井と壁と床といったら。１０平米ぐら

い。（｢これくらいはありゃせぬですかね。こ

の空間ぐらいは」と呼ぶ者あり）（坂本支所総

務振興課長下村孝志君「広さ、――済みませ

ん、詳しい資料を持ってきておりませんけれど

も、ちょうど、ここのテーブルの内側ぐらいの

広さになりますので、畳６畳はないぐらいだろ

うとは思うんですが。済みません」と呼ぶ） 

 委員長、いいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） 結局、既存の熱源を取

り外さないかぬ、設置せないかぬ、壁を取り外

さないかぬ、打ちつけないかぬ、そういうのが

全て含まれてというふうなことで高くなってる

んですね。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 下村課長。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。温泉施設のサウナ室ということで特殊な構

造でございますので、具材自体も特殊な物を使

うということもありまして、高くなるというふ
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うに解釈していただければと思います。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） それじゃあ、その具材

は何ですか。ヒノキとか杉じゃないんですか、

この板は。縁甲板ぐらいでしょう、恐らく。 

○委員長（増田一喜君） はい、下村課長。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。これに加工を施した物というふうに御理解

いただければと思います。（委員松永純一君

「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（田方芳信君） よかですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） 金額的に３２０万にな

っちょる。ここは男女サウナは、たしか２つあ

ったですよね。男女両方とも、２部屋ともされ

るわけですか。その金額で、この金額。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、下村課長。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。お見込みのとおりでございます。（委員田

方芳信君「はい、わかりました。とりあえず３

００万以上か」と呼ぶ） 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。これは業者見積

りですか、設計図書があった上の見積りです

か。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、下村課長。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） 設計

をした中での見積りでございます。 

○委員（前垣信三君） もういっちょ。 

○委員長（増田一喜君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。この中で、テレ

ビボックスの取りかえてあっとですが。以前か

ら苦情が出とったテレビがアナログ式で映らぬ

とかいう話があって、テレビもかえなはっとで

すかね。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 下村課長。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。今回の工事の中には、テレビの代金までは

含んでおりません。聞いたところによります

と、業者のほうからですね、液晶テレビの寄贈

があったというふうに聞いております。それを

使うというふうに聞いております。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、済みません。閉

館の日数がここに書いてありますけれども、閉

館してる間の、単価で幾らぐらい損するのかと

いうか、損出というのは、そういったのは管理

者のほうから出されてない。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、下村課長。 

○坂本支所総務振興課長（下村孝志君） せん

だって取締役会がありまして、まだ、その報告

の中では特にはなかったんですけれども。た

だ、館の営業の中でですね、例えば、団体客に

つきましては、食事についてはクレオンの食堂

を使いまして、温泉につきましては、少し近く

にあります憩いの家を利用するということで、

団体客に関しては、通常の業務と変わらぬ営業

実績を上げられるということで報告は受けてお

ります。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。収支報告とかで

すね、していただく、年１回ですね、あっとで
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すけれども。そういったときに、記載の中で見

れればいいかなというふうに思いますので、金

額でですね、示されるよう、よろしくお願いし

ます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、さかもと温泉センタークレオンの修

繕工事等についてを終了します。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（産

業観光への取り組みについて） 

○委員長（増田一喜君） 次に、産業観光への

取り組みについて、執行部から発言の申し出が

あっておりますので、これを許します。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。２日

間、市内企業さんを御視察いただいたんですけ

れども、企業さんの視察といいますか、工場を

見学することが観光につながらないかというこ

とで、産業観光の取り組みを観光振興課のほう

で検討させていただいておりますので、それを

報告させていただきます。 

 報告は、担当課長よりしていただきます。よ

ろしくお願いします。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本観光振興

課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。それで

は、産業観光の取り組みについてということで

御報告申し上げます。 

 まず、定義として、冒頭に書いておりますけ

れども、産業観光とはということでまとめてお

ります。歴史的、文化的価値のある産業文化

財、いわゆる産業遺構と言われるようなもの、

あるいは工場、工房などの生産の現場、また、

産業製品そのもの、こういったものを観光資源

として活用しまして、それらを通じて、ものづ

くりの心に触れるということ、あるいは、さら

に人的交流を促進するということの観光活動と

いうような定義となっております。 

 八代市におきましては、八代市の観光を推進

するための計画ということで、八代市観光振興

計画というのがございまして、この実践計画の

中で、産業観光についても掲げております。 

 こちらは、幾つかあります施策の中の４番目

で、スポーツや健康、産業などを生かした新た

な魅力づくりの推進というタイトルで、その中

身としましては、八代の大規模工場を中心とし

た産業観光の可能性を検討しますということ

で、以下の各大規模工場につきましての可能性

を検討しますということで掲げております。 

 この実践計画の施策につきまして、まず、こ

れまで、平成２５年の３月に産業観光に係りま

す取り組みのアンケート調査を各社のほうにさ

せていただいております。市内３８業者さんと

いうことで、八代市の工業振興協議会の会員の

方へのアンケートということで、３８社より御

回答をいただいております。 

 その後、２５年の１１月には、市長によりま

して、５大工場の視察、意見交換会、あるいは

２６年、ＹＫＫＡＰの黒部の事業所のほうの視

察ということで職員のほうも派遣しておりま

す。また、その後、市長のほうも黒部事業所の

視察を行っているというところでございます。 

 今後、産業観光という分野につきまして、施

策として進める中で、現在考えております今後

の取り組み予定という部分でございますけれど

も、平成２６年度から着手をしております着地

型観光推進事業というものがございますけれど

も、この着地型観光推進事業の中で観光ルート

の一つとして、こういった産業観光のルートを

旅行商品化できないかということで、現在取り
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組んでおるところでございます。 

 この一環として、今年度内２月、３月という

ところの中で、モニターツアーを３件ほど予定

をしておるというところでございます。また、

平成２７年度に入りまして、九州国際スリーデ

ーマーチ２０１５大会、今度の５月でございま

すけれども、このコースの中に１コース設けま

して、やつしろ産業巡りコースということで３

０キロコースを新規で取り入れまして、外港地

区を含みます３０キロコース、各大規模工場を

めぐるコースということでの取り組みを、この

たびのスリーデーマーチでもやっていくという

ことに予定をしております。 

 参考まで、着地型観光とはということで、こ

れまでの通常のいわゆる発地型観光、都会にあ

ります旅行会社等が企画して、都会から参加者

を募って現地に連れていくというような形のも

のと比べまして、この着地型、地域からの提案

のプログラムというものが、地域振興につなが

るということで期待されておるということで、

着地型観光につきましては、私どもも、今後力

を入れたいというところでございます。 

 以上、御報告させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） よろしいですか。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） ２５年の３月に市内業

者３８業者にアンケートを実施されたというこ

とだったんですが、その回答の内容はどんなも

のだったんですか。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。概要と

いうことで申し上げたいと思いますけれども。

お尋ねが、実際に現在、――その時点でござい

ますが、工場見学などを受け入れておられるよ

うな実態があるか、実績があるかというような

ことから始まりまして、もしあった場合は、そ

の概要とか、受け入れの時間帯はどうなのかと

か、実績状況についてのお尋ねをしておりま

す。 

 で、３８社のうちの１２社が、見学等含めま

して受け入れをやっているというような御返事

をいただいております。ただ、１２社の受け入

れの実績というのも、その受け入れの水準につ

いてはいろいろなレベルがあろうかと思います

が、１２社が受け入れておられたということで

す。 

 主な内容としましては、見学、あるいはビデ

オでの説明あたりをなさっておられる、あるい

は展示販売、それと一部には、これは時間帯も

あろうかと思いますが、場所を解放しておられ

るというようなところもあったというところで

ございます。 

 また、それ以外は、実際には残りの２６社で

すか、特にそういった受け入れなどはしていな

いというような御返事でございまして。主な理

由としましては、安全面での不安とか情報漏え

いの問題とか、そういったものが受け入れてい

ない理由として挙がっておりました。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 産業観光に取り組むと

なればですね、それは全部はできぬどと思いま

すが、好意的な会社はやっぱりあったんです

か。できますよというぐらいの話は、その中で

もあったんですかね。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。２５年

の段階でのアンケートを一つのベースにしまし

て、また昨年、いろいろ聞き取りあたりを直接

行わせていただいております。その中で、ぜひ

取り組みたいというような形でのですね、お話
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をいただいておるところが２社ほどございまし

て、そこの分については、今年度の、先ほど申

しました、２月か３月のモニターツアーという

ところでの取り組みをやりたいという、そうい

ったところが２社ほどございました。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、ほかにありま

せんか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。モニターツアー

のですね、概要をもう少し聞かせてもらいたい

んですが。例えば、どこどこのルートを回ると

かですね、あるいはエージェントとかバス会社

に委託するとかですね、あるいはどこの地域、

八代市内なのか市外なのか、ターゲットはです

ね、あるいは１泊２日で日奈久に１泊してする

のかとか、あるいは料金設定はどうするのかと

かという、モニターツアーの概要を聞かせても

らっていいですか。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。この着

地型観光推進のモニターツアー、この２月３月

の中で、一応３本ほど予定をしておるわけです

けれども、この中の１つが、工場めぐりという

ことで日帰りを計画しております。まだ最終的

な調整等も含んでおりますけれども、日本製紙

さんとＹＫＫさんの工場めぐりという部分での

組み立てのプログラムを１つ考えております。

これは日帰りでございます。それと、別のメニ

ューは、直接の産業観光というのとは少しプロ

グラムが別になりますが、おひな祭りコースと

いうことで、城下町おひな祭りと日奈久のおひ

な祭りをつないだ形での１泊コース。それとも

う一つは、日奈久温泉のコースということで、

体験ちくわ焼きほか体験などを含めました日奈

久温泉のコース、これは日帰りというところで

計画を、今、最終整備しておるというところ。

この３つでございます。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） この産業観光の中で１

つ、工場めぐりですよね。まだ日程は決まって

なくても、どこからどういうツアーになるの

か、コースの設定や、昼はどこで、八代で食べ

てもらう、いわゆるどういう効果がですね、経

済的にあるのかということのモニターツアーで

しょうから。そのあたり、どんなですか。どこ

から人を呼ぶのかですよ、考えておられるの

か。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。今回、

この着地型観光につきましては、専門の企画会

社のほうに業務のほうを委託をしております。

そのプランの中では、一応、熊本市の県庁集

合、出発というところでございます。それと、

工場につきましては、工場内のほうに入れてい

ただきまして、食事につきましては、プランと

しましては、よかとこ物産館等々を考えたいと

いうところでございますけれども、そこについ

ては調整中というところでございます。 

 また、２社の見学のほかにも、いわゆる大工

場ではないんですけれども、産業関係というこ

とで、例えば盛高刃物屋さんでありますとか、

紙すきでありますとか、そういったのを一つの

産業観光の一環というところで訪問をできれば

なというところで、現在、そちらも調整をして

おるという段階でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにはありません

か。 
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 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、済みません。専

門企画会社さんの名前、教えてもらってよかで

すか。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） 熊本市のカラ

ーズさん、カラーズという会社でございます。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、済みません。あ

と、八代における産業文化財というのが、どこ

にあるのか、どういったものが何個ぐらいある

のか、ちょっと教えてもらいたいんですけど。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。これ

は、私どものほうで、正式に登録でありますと

か、きっちり整理したものというのは、まだご

ざいません。これは、いわゆる歴史的価値のあ

るものということでは、建造物、現在操業して

なくても建造物関係が残っておるとか、いろん

な形態がございますので、こちらはまだ、その

ツールとして使えるものを、これからちゃんと

拾って整理していくというようなところで考え

ております。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。何か、順番が逆

じゃないかなというふうに思うんですよ。そう

いったものがピックアップしてあって、こうい

う専門企画会社さんのほうに投げかけてツアー

をつくっていく、そして、そういった中で、八

代の繁栄ちゅうか、いろいろ人が来て、そこで

お金を使ってもらうという、そういう企画じゃ

ないと、すごく何か、楽しそうじゃないんです

よね。 

 で、今、ルートを３つというお話しされたん

ですけど。工場めぐりという日帰りがあったん

ですけれど、私たちも２日間で５社回ってき

て、２つ回るといっても、なかなか大変なあれ

なんですけど、工場見学ツアーというような感

じでですね、ちょっと何かおもしろくない企画

だなというふうに、ただ単純に思ったんですけ

れども。それが、専門会社さんが本当に企画し

たやつなのかなとちょっと疑問に思うんです

が。 

 まず、ピックアップすることからが重要であ

って、その準備期間がこれまでにあったという

ふうに、私は非常に長い期間あったというふう

に思ってるんですが。そういったものを準備し

て投げかけてやらないと、やっぱりいいものは

できないと思うんですよ。委託料もお支払して

やってるという。カラーズさんって、たしか前

から何かつながりがあってからですね、やって

おられるというふうに思うんですけど、この振

興計画の関係で。だからですかね。 

 じゃあ、質問します。その遺産とかピックア

ップされるというのは、いつまでされるんです

か、じゃあ。いついつまでですか、これ。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。これ

は、一つのツールとしてですね、組み立て、確

かに基礎になる部分でございますので、いつま

でというふうな設定は、まだいたしておりませ

んけれども。今後、２７年度におきましては、

この着地型のさまざまなプログラムのほうもつ

くっていく必要がありますので、整理のほうは

早急にしたいというところで御理解いただきた

いと思います。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 御理解はいただけない

んですけれども。 

 八代の産業文化財というのを、やっぱり、こ

ういったものに使いたいということであればで

すよ、やっぱり本当に八代市としての産業文化
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財はこれとこれとこれというのを、ちゃんと位

置づけながらですよ、やっぱり、手入れとかと

いうところもちゃんと予算を組んでからです

ね、やったほうがいいんじゃないかなというふ

うに思うんですよ。 

 ただ、単純に、協力してくださいとかって言

うだけじゃなくてですね、いろんな企業さんと

かにも話をして、いろいろヒアリングして、ど

ういったものがありますかとかいう話もしてか

らですよ、やらぬといかぬと思いますんで。そ

こら辺、早急にやられていただきたいなという

ふうに思います。２７年度に、ちょっとおそい

ような気がするんですけど。 

 意見として、一応とりあえず言わせていただ

いておきます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにはありません

か。ないですね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようで

す。 

 以上で、産業観光への取り組みについてを終

了します。 

 ほかに当委員会の所管事務調査について、何

か御意見ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようで

す。 

 それでは、以上で本日の委員会の日程は全部

終了いたしました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後５時０５分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２７年１月２８日 

経済企業委員会 

委 員 長 

 


